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職業奉仕はロータリーの本貭
「全奉仕部門の中でも、職業奉仕はロータリーに独

自で、しかもロータリーの最も重要な側面です。（略）

職業奉仕は、他が手がけていない部門です。」「この職

業奉仕あればこそ、ロータリーはあまたある人道的・

教育的プログラムの中で、いくつもの難局を切り抜け、

殊勲をたてて現在に至ったと誇れるのです。」（ビチャ

イラタクル氏2007年国際協議会）。他の団体が手がけ

ておらず、ロータリーに独自で、ロータリーの最も重

要な側面である職業奉仕を、今月はとくと考えて実践

してみる良い機会であります。そのためには、まずロ

ータリーの独自の職業奉仕という考え方の基本を理解

しておく必要性があります。職業奉仕の基本概念から

更に発展させたむずかしい議論が世の中で戦わされて

いますが、こうした議論に取り組むには、まず基本概

念をきっちりとおさえてかからねばなりません。職業

奉仕がむずかしいといわれているのは、実は１つはこ

の基本概念から発展させた難解な議論が多いからであ

り、もう１つは、職業奉仕の実践がむずかしいからで

あります。ここでは、職業奉仕の基本概念を説明した

うえで、他の奉仕部門との関係丈を述べるにとどめた

いと思います。

職業というのは、自己の収入を得る道でありますか

ら、おのずから、利己的なものであります。一方、奉

仕というのは、世のため人のために尽くすということ

であります。奉仕は、本来利他的なものであります。

この利己的な職業（収入を得る道）と奉仕（世のため

人のために尽くすこと）を同一の次元で考えるという

のが、職業奉仕であります。つまり、自分が収入を得

るという利己的な行為をしている間にも、同一次元で

世のため人のために奉仕を実践するのであります。例

えていうとわかりやすいので、例を示します。

昔、江戸時代には、有名な刀鍜冶師がおりました。

彼は、収入を得る手段として刀鍜冶の仕事をしていま

す。その彼が、目の前にある真赤に焼けた刀を一所懸

命に鍜え上げていきます。それが、銘刀といわれるま

でに鍜えていくのであります。決して手を抜きません。

仮に手を抜いても、外見はそう変わらない刀はできそ

うであります。しかし、彼はそんなことを頭の隅にも

置かずに、懸命に打ちつづけて、鍜え上げていきます。

何故そんなことをするのでしょうか。その刀鍜冶師の

頭の中には、その刀を将来使うであろう侍が、自分の

命を守るために抜いた刀が、すぐに折れてしまったり、

切れなかったりすることがないようにとの考えだけが

つまっている筈です。だからこそ、刀鍜冶師は一所懸

命に刀を鍛えるのであります。刀鍛冶師という収入を

得る道を実行しながらも、その刀を使用するであろう

他人のことをつねに頭の中に入れている刀鍛冶師は、

職業奉仕月間と米山月間に念う




